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はじめに

松前町は、国立社会保障・人口問題研究所が公表した2018年の人口推計において、2045年には人口が2,000
人を切ると予測されました。

現状における国勢調査人口の減少等を考えると、その信ぴょう性は高く、とても危惧しております。

しかし、北海道で古い歴史を持つ、我が「松前町」を後世に繋げていかなければならない思いで、絶対的な
人口減少の中にあって、町民生活の質を維持、向上させる、まさしく「生活満足度の高いまち」を目指すため
に、地域が積極的に公共事業や公共サービスの供給を効率化する英断も必要で、松前ならではの特質性、優位
性を見いだし、地域間の競争力と民間活力を確保しながら、人口は減っていくものの、そこに持続可能なまち
づくりへの変革と力をためる「スマート・シュリンク（賢く縮む）」の考えを取り入れ、再生可能エネルギー
資源を活用した脱炭素への取り組み、産業の維持・活性化及び過疎ならではのＤＸを活用したコミュニティの
維持並びに町民生活の安定を図るため、「松前町スマート・シュリンクＳＸビジョン」を策定しました。

国が進める脱炭素及びエネルギー政策は乗り遅れるほど、そして小さな自治体ほど影響の波紋は大きく、更
なる人口減少が進むことが懸念されます。しかし、松前町は、全国的に注目を集める風力発電という有効な資
源と可能性を保有しており、その強みを企業連携による官民パートナーシップを構築することで、大胆かつ確
実に推し進め、町民の皆様と力を合わせ、持続可能なまちづくりを推進していきたいと考えております。

変わりましょう、持続可能なまちへ 変えましょう、デジタル・脱炭素への想いを

みんなの力で活気あふれる松前町へ

松前町長 石 山 英 雄
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1．基本的事項

背景

• 松前町に限らず、これからの社会環境は、人口減少社会、気候変動影響等、これまでの延長
線では解決が困難である状況が想定される。

• また、複雑化する環境・経済・社会の課題を踏まえ、ＳＤＧｓでも謳われているように複数
の課題の統合的な解決が求められている。

• 一方、再生可能エネルギーやIT等の技術革新により、社会全体が新たなライフスタイルや事
業スタイルに転換しており、都市と地方の関係も変わりつつあることから、松前町にとって
新たなチャレンジが可能な環境は、チャンスとしても捉えることが出来る。

• そのような中、本ビジョンは、社会構造等が変化する中で、持続可能な松前町に向けた各取
組の指針及び統合的な課題解決に向けて、当面取り組むプロジェクトを取りまとめるもので
ある。

ビジョンの期間

対象

2023年度(令和５年度)～2032年度(令和14年度)の10年間

町、町民、事業者
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これまでの
松前町総合計画

松前町スマート・シュリンク
SXビジョン

松前町
DX推進
計画

松前町
SDGｓ
2030

これからの
松前町総合計画

地域の
未来の担い
手育成／誰
一人取り残
さない

デジタルへの対応、
生活の質向上

• 最上位計画である「松前町総合計画」を、松前町SDGs2030、松前町DX推進計画ととも
に補完するビジョンである。

• 本ビジョンは、次の時代に向けて、歴史の町 松前を次世代へしっかりバトンタッチす
るための新たな方向性を示すものである。

計画の位置づけ
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人口動態

２．松前町を取り巻く環境（課題）と将来の方向性
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・ 2000年からの松前町の国勢調査人口の推移を見ると、
11,108人いた人口が、2020年には6,260人と、44％減
少している。

・ 産業別就業者数の推移を見ると、第一次産業、第
二次産業、第三次産業ともに減少傾向である。

・ 特に、第一次産業は、56％減となっており、その
減少幅が最も大きい。

出典：国勢調査、経済センサス基礎調査等
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松前町の所得循環構造（2018年)

２．松前町を取り巻く環境（課題）と将来の方向性

・ 地域内総生産(GRP)は約149億
円である（①）。

・ 財政移転は109億円が流入し
ており、その規模はGRPの約
73％に相当することから、
地域の稼ぐ力が小さい状態
である（⑦）。

・ また、松前町の支出構造を見
ると、買い物・観光消費額で
50億円（⑨）を稼いでいるも
のの、投資、移入出で174億
円が流出（⑩＋⑪）しており、
地域の企業の生産拡大に貢献
出来ていない。

・ 地域経済を好循環に向かわせ
るためには、買い物・観光等
流入する消費額を増やすとと
もに、エネルギー代金等の経
済流出を防ぎ、地域の稼ぐ力
を高めていく必要がある。

出典：地域経済循環分析(環境省）に加筆
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支出生産・販売

分配

所得

財政移転 (政府支出－税金)

所得

所得

149億円

273億円

5億円

50億円
所得

109億円

31億円

10億円

▲

○
平均生産性559.5万円/人
全国平均962.3万円/人

(1,189位/1,719市町村)

経常収支

所得

通勤

GRPの7%GRPの3%

○

1人当たり所得415.9万円/人
全国平均439.6万円

/

人

GRPの73%

所得

143億円

所得149億円

▲

○

地域住民所得

労働生産性 平均生産性111.3百万円/TJ
全国平均82.4百万円/TJ

(458位/1,719市町村)

エネルギー生産性

▲

○

▲

GRPの34%

GRPの96%

⑪

⑩

⑨

⑧

⑦
⑥

⑤

④

③②

①

GRPの10%

エネルギー代金

15億円▲

⑫

本社等

消費

投資

所得

所得

所得

GRP 21%の



松前町スマート・シュリンクSXビジョン 7

参考：地域経済における所得の循環構造について
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出典：地域経済循環分析(環境省）



松前町スマート・シュリンクSXビジョン

18

7

1

-0 -0 -0 -0 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -2 -3 -3 -3 -3 -3 -4 -4 -5 -5 -5 -6 -6 -6 -6
-9

-10 -10 -10
-13 -14

-16

-22-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

水
産
業

公
務

林
業

水
道
業

鉄
鋼

鉱
業

電
子
部
品
・デ
バ
イ
ス

宿
泊
・飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

非
鉄
金
属

農
業

パ
ル
プ
・紙
・紙
加
工
品

印
刷
業

窯
業
・土
石
製
品

情
報
・通
信
機
器

ガ
ス
・熱
供
給
業

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

金
属
製
品

そ
の
他
の
不
動
産
業

繊
維
製
品

食
料
品

電
気
業

電
気
機
械

廃
棄
物
処
理
業

は
ん
用
・生
産
用
・業
務
用
機
械

運
輸
・郵
便
業

化
学

そ
の
他
の
製
造
業

教
育

輸
送
用
機
械

金
融
・保
険
業

小
売
業

専
門
・科
学
技
術
、
業
務
支
援
サ
ー
ビ
ス
業

住
宅
賃
貸
業

石
油
・石
炭
製
品

情
報
通
信
業

卸
売
業

建
設
業

保
健
衛
生
・社
会
事
業

純
移
輸
出
（
億
円
）

8

松前町の産業構造：産業別純移輸出額（2018年)

２．松前町を取り巻く環境（課題）と将来の方向性

出典：地域経済循環分析(環境省）

・ 域外から所得を獲得している産業は水産業、公務、林業等である。
・ これらは、域内での生産額が大きい産業であり、地域で強みのある産業といえる。また、域外へ流出している産
業については、その流出額を抑える取組が必要である。

域外に所得が
流出している産業

域外から所得を
獲得している産業
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松前町の産業構造：生産誘発額（2018年)

２．松前町を取り巻く環境（課題）と将来の方向性

出典：地域経済循環分析(環境省）

• 各産業の消費や投資が100万円増加したときの域内への生産誘発額（産業計）は食料品、宿泊・飲食サービス業、
繊維製品等で高く、影響力係数が大きい産業ほど域内への波及効果が高い。

• つまり、食品、宿泊・飲食サービスに投資することで、域内の他産業への波及効果が高いことを示している。
また、域内循環を高め、生産誘発額（産業計）を高めていく必要がある。

注）全域とは当該地域を含む全国を意味する。

影響力係数。数値が1以上であり、値が大きいほど、
その産業の調達先が地域内に多いことを示す
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松前町将来推計人口

２．松前町を取り巻く環境（課題）と将来の方向性

• 2020年３月に策定した松前町人口ビジョンでは、
現状の数値がそのまま続くと、2045年の人口
は,1,992人になると推定されている（社人研推
計）。

• そこで、松前町では2055年で合計特殊出生率を
2.10へと徐々に上昇させると仮定し、さらに生
産年齢人口を確保するよう政策誘導し、令和27
年時点での総人口2,200人以上の確保を目標を
掲げた。

• 一方、2020年の国勢調査によると、6,260人と
なっており、社人研推計と比べると、2％の回
復がなされ、2015年比14.7%削減となっている。

• そこで、本ビジョンにより、再エネ事業等の重
点プロジェクトを推進し、減少する人口の割合
を減らし、2025年以降も前回比14.7%削減にと
どめると仮定し下表のとおり、2045年の目標人
口は、2,827人とする。

出典：第2期松前町人口ビジョン（2020年3月）2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

ＳＸビジョン
目標人口

7,337 6,260 5,340 4,555 3,885 3,314 2,827

増減 -1,077 -920 -785 -670 -571 -487

前 回 比 -14.7% -14.7% -14.7% -14.7% -14.7% -14.7%

SXビジョンを踏まえた
松前町の将来推計人口・目標

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

現 在 5年後 10年後 15年後 20年後 25年後 30年後 35年後 40年後 45年後

年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年 2065年

① 7,337 6,112 5,039 4,088 3,263 2,563 1,992 1,541 1,178 882 647

② 7,337 6,155 5,131 4,224 3,419 2,714 2,131 1,667 1,294 990 748

③ 7,337 6,112 5,081 4,178 3,412 2,783 2,281 1,908 1,636 1,444 1,327
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将来目標に向けてどれくらい稼ぐ必要があるのか？

２．松前町を取り巻く環境（課題）と将来の方向性

• 人口を少しでも増やしていくためには、地域で暮らしていくため
の稼ぎを地域で創出していく必要がある。

• そこで、現状が続いた場合（社人研推計）から、将来目標との人
口が地域で暮らしていくために必要な稼ぎについて算出を行った。

• なお、稼ぐ額は、2018年の夜間人口収入4,159千円（A）を必要な
獲得人口に乗じて算出した。

• その結果、2020年から2045年までの25年間で、835人のギャップ
を埋める必要があり、そのために確保が必要な収入は約35億円と
なる。これを年単位で割ると、約1億4千万円の収入が必要となる。

• なお、実際には下記のとおり、2025年の3,000万円の稼ぎから
徐々に増やしていくことを想定する。

2045年

①現状が続いた場合（人）（社人研推計） 1,992

②将来目標人口（人） 2,827

③現状と将来目標のギャップ(人)（②-①） 835

A：夜間人口収入（千円）＊ 4,159

B:確保が必要な収入(千円)(③)×Ａ 3,472,765

年単位稼ぐ額（千円）（B/25年間） 138,911

2025年 2030年 2035年 2040年 2045年

①現状が続いた場合（人） 5,039 4,088 3,263 2,563 1,992

②将来目標人口（人） 5,340 4,555 3,885 3,314 2,827

③現状と将来目標のギャップ(人)（②-①） 301 467 622 751 835

④前年の獲得人口を踏まえたギャップ(人)
(③-⑧（2025年からの累計））

301 431 466 355 78

⑤確保が必要な収入(千円)(④)×Ａ（上表） 1,251,859 1,792,529 1,938,094 1,476,445 324,402

⑥年単位稼ぐ額（千円）（仮定値） 30,000 100,000 200,000 300,000 300,000

⑦各5年間に稼ぐ額（千円）（⑥×5） 150,000 500,000 1,000,000 1,500,000 1,500,000

⑧上記仮定で稼いだ額による獲得人口(人)（⑦/A) 36 120 240 361 361

⑨不足額（千円）（⑦-⑤） -1,101,859 -1,292,529 -938,094 23,555 1,175,598

SXビジョンを踏まえた
松前町の将来推計人口に向けて稼ぐ必要がある金額

参考：徐々に稼ぐ額を増やしていった場合の想定
＊総所得(=雇用者所得+その他所得)を夜間人口で除した値

2018年値（出典：地域経済循環分析(環境省））

※徐々に増やし、2040年から目標ベースに到達 ※数値は都度四捨五入
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人口動態・将来人口推計からの考察

２．松前町を取り巻く環境（課題）と将来の方向性

持続可能なまちづくりに向けて
－松前町の人口をどうやって減少から安定（2045年将来人口2,827人）に転じるか －

• 現状のままが続くと、2045年には、2,000人を切る
人口になってしまう。

• 全国的にも、人口減少は食い止めることが必要が
ある。できない現状ではあるが、なんとかその減
少幅を縮める

• 松前町の将来目標である2,827人（2045年）と現状
のままが続く未来とを比較した場合、将来目標を
実現していくためには、毎年約1億4千万円の稼ぎ
を生み出していく、または、外に出ているお金を
中にとどめ、地域の事業にしていく必要がある。

• また、第一次産業の就業人口の減少は顕著であり、
喫緊の課題である。

• 域外からの所得を稼いでいる水産業及び消費の域内
流入を起因している宿泊・飲食業について、力を入
れていく必要がある。

• 数字としては小さいが、宿泊・飲食業にもつながり、
現在の移住者の受け皿となっている畜産業について
も強化していく必要がある。

• 現在、財政移転に頼っている状況であることから、
公的な力を生かしながら、地域の稼ぐ力を向上させ
るとともに、地域外の流出を抑える必要がある。

• なお、松前町の再生可能エネルギーポテンシャル
（地域で使用しているエネルギーの約1,489倍）を
生かし、地域外流出のうちのひとつである地域外へ
のエネルギー代金流出を止める必要がある。

• さらに、再生可能エネルギーを地域資源として、新
たな産業を誘発していくことが求められる。

• あわせて、住み続けるためには、年間通じての稼ぎ
を創出していく必要がある。

産業構造面からの考察
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人口約6,000人（現在）と5,000人以下（将来）のサービス施設立地の違い
－下記変化を、スマートに乗り越えていく必要がある－

• サービス施設の立地する確率が50～80％となる自治体の人口規模（三大都市圏を除く、平成26年国土交通白書より）を基に
整理を行った。人口が約5,000人以下となると、酒場、銀行、学習塾、一般病院、通所・短期入所介護事業の立地が困難と
なる可能性が高まり、これらのサービス提供にあたって、これまでの延長線上とは異なる手法での提供が必要となる。

項 目 成立する人口規模 2,500人～ 4,000～5,000人 5,000～6,000人 6,000～8,000人

飲食料品小売業 500人 ○ ○ ○ ○

書籍・文房具の小売業 1,500～2,500人 ○ ○ ○ ○

飲食店・旅館・ホテル 500人 ○ ○ ○ ○

喫茶店 2,500～7,500人 △ △ △ ○

酒場、ビアホール 500～4,500人 △ △ ○ ○

遊技場 5,500～17,500人 × × × △

郵便局 500人 ○ ○ ○ ○

銀行 6,500～9,500人 × × × ○

学習塾 5,500～6,500人 × × ○ ○

一般診療所 500人 ○ ○ ○ ○

歯科医 500～2,500人 ○ ○ ○ ○

介護老人福祉施設 500～4,500人 ○ ○ ○ ○

通所・短期入所介護事業 6,500～9,500人 × × × ○

一般病院 5,500～27,500人 × × ○ ○

参考：人口が減少した際のサービス施設立地の違い
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3．基本理念・原則

持続可能性 運用面、財政面において持続可能性を起点に考える。

地域資本重視 地域経済、地域社会、地域環境を豊かにする。

新たなチャレンジ 前例にとらわれず、新たなチャレンジを行う。

連携 将来像に向け、あらゆる主体と連携する。

育む 次世代、プロジェクトを地域全体で育む。

本ビジョンは、下記、基本理念と原則に基づき、プロジェクトを推進するものとする。

地域風土・文化
創造

地域が主役
そして共創

地域内経済循環
向上と稼ぐ産業

基本理念

原則



松前町スマート・シュリンクSXビジョン 15

3．基本理念・原則

基本理念に込めた思い

地域風土・文化
創造

地域が主役
そして共創

地域内経済循環
向上と稼ぐ産業

持続可能な松前町のためには、人口を維持していくこと
が重要であるが、そのために、地域内で経済を循環させる
こと、また地域外から稼ぐ産業を育むことを指針とする。

脱炭素化及び気候変動への適応は全世界の共通課題であ
り、再生可能エネルギーのポテンシャルが高い当エリアの
注目度はますます高くなると推測される。その中で、地域
が主体的に、再生可能エネルギーから生じる利益を地域の
ために活用していくことが大切である。
また、地域内だけでは出来ないことは、地域外の事業者

等と共創していくことを指針とする。

松前町の固有の歴史・文化を次世代へ引き継ぐとともに、
再生可能エネルギーの取組や新しいチャレンジを加え、新
たな地域の風土・文化として創造していくことを指針とす
る。
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4．未来の松前町を形成するプロジェクト

基本的な考え方

• 基本理念に基づき、官民連携オール松前町により推進するプロジェクトを絞り込む。

• すべてのプロジェクトについて、当初5年間のすべきことを列挙する。

• 随時見直しを行うとともに、4年目に次の5年間の取り組みについて検討する。

• 上記プロジェクトを「未来の松前町を形成するプロジェクト」とし、それらは下記の松前
町の将来の方向性を実現するために設定する。

• 人口減少を少しでも食い止め、地域の稼ぐ力を強化していくために（約1億4千万円/毎年※）

①所得等の町外への流出を減らし、町内循環させる（約7,000万円/毎年）

②地域のGRP及び町外からの所得を維持・増やす（約7,000万円/毎年）

を達成することを目指す。

※上記数字は、総所得(=雇用者所得+その他所得)である。また、25年間の
必要な額を按分しており、実際は徐々に増加させていく。

将来の方向性（最終アウトカム）
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4．未来の松前町を形成するプロジェクト

０1 稼ぎ続ける観光産業への磨き上げ

０2 稼げる持続可能な未来の漁業創出

０3 持続可能で、稼げる畜産の構築

０4 地域にお金・人が巡る住み続けたいまち

０５ RE100松前 再エネ地発地消転換

０６ Uターン・Iターン戦略による次代担い手確保
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０１ 稼ぎ続ける観光産業への磨き上げ

〇松前町の特性（資本）及び地域課題
• 北海道唯一の城下町として松前氏城跡や250種1万本の桜、歴史文化資源を有する。
• また、海・山の食材を活用した食文化、漁師・漁家の生活文化、などの暮らしを形成する文化、松前城をはじめと
した松前藩の歴史、書の文化など、“松前ならでは”のコンテンツがある。

• 観光は裾野の広い産業であり、農林水産業、製造業、医療福祉、教育等の多分野を中継するハブ機能を持っている。
• 一方で、入込客の4割が5月のさくらまつり期間に集中。歴史・文化観光の通年化や上記コンテンツを活用した5月
以外の受入拡大が課題である。

• また、国内外観光客のターゲットが共有されておらず、情報発信・顧客開拓等が単発・散発となっている。
• さらには、その推進を一事業者（民間のみ）で負担するのは難しく、推進人材が不足している。

〇本プロジェクトが目指す将来の姿
• 新規観光客・リピーター増加に伴う入込客の増大（周年）
• 未来の推進人材育成（観光人材の育成）
• 域内調達率の増加

〇実施体制
• 松前町 ・観光物産協会、観光関係事業者

• 町民ガイド ・旅行代理店

〇目指す将来の姿に向けて実施が必要なこと
• マーケティング強化によるデータに基づいた観光産業拡大への支援
（推進体制の強化、町観光戦略策定、データ分析・ＰＤＣＡの仕組みづくり）

• 既存の観光事業者のスキルアップ、新たな人材の誘致等による推進人材の確保
• 国内外観光客（特に伸びしろの大きい東アジアからのインバウンド）誘客体制強化、多言語対応強化
• モデルプロジェクト（松前漬プロジェクト等）の立ち上げ
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項 目 アウトプット 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

マーケティング
強化

・推進人材の確保、育成
・体制強化
・データ分析・ＰＤＣＡの仕組
みづくり
・域外連携の構築

既存コンテンツの
磨上

・滞在型商品造成
・域内調達の仕組み確立
・子どもたちの参画

新商品開発 ・新規商品開発
・再エネを生かした商品開発
（教育旅行の誘致）

ＤＸ支援 ・町内ＩＴインフラ整備
・インフラ維持等省力化

０１ 稼ぎ続ける観光産業への磨き上げ

コロナ前の入込数回復
13万（2022年）→50万

滞在時間延長に
よる収益増1.2倍

地域文化の保存継承観光消費拡大による安定的な雇用創出

域内調達率
の向上

域内外連携
の促進

次世代研
究会立上

既存人材の育成・強化

町観光事業戦略
（市場調査含む）

ランディングペー
ジ構築

新規人材の公募・採用

外部販路（体験型OTA等へのコンテンツ提供）

マーケティングを踏まえた新規商品開発（特に食関連、再エネ）

プロジェクト立上（松前漬PJ)

子どもたちの参画機会創出

道南広域観光のテーマ発掘・連携強化・ア
クセス維持支援

国内外旅行会社・OTAへのセールス強
化

情報発信強化

雇用環境維
持・拡大検
討

公園等、集客施設の機能強化
方針検討

段階的整備

データ分析に向けたＤＸ人材育成

想定するアクション

19
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０２ 稼げる持続可能な未来の漁業創出

〇松前町の特性（資本）及び地域課題
• 町内には漁港・港湾１４港が所在し、松前町は海洋資源に恵まれ、イカを中心とした漁業や、それらの加工品製
造が主な産業の柱となっていた。また、これまで、漁業等を中心に様々なチャレンジがなされてきた。

• しかし、気候変動等の影響を受け、漁獲量は大きく減少、また変動する現象が生じており、それらへの対応が喫
緊の課題である。

• また、洋上風力発電の建設が予定される中で、洋上風力発電と既存の漁業の共存が求められる。
• 近隣にICT技術に強い「はこだて未来大学」が存在し、東急不動産株式会社と漁業の連携協定の締結など、官民連
携の動きがある。漁業の在り方及び水産物の販売方法も多様な事例が生まれる時代になりつつある。

• 脱炭素社会、SDGsが謳われる中で、漁業の在り方（環境負荷の少ない漁業や食文化）が問われている。

〇本プロジェクトが目指す将来の姿
• 持続可能な漁業の確立（漁獲量・収益の安定化・収益増加による雇用者の増加）
• 松前町の持続可能な漁業を糧にした新たな産業の創出・文化の形成（飲食・観光・加工等への展開）

〇実施体制
• 松前町 ・松前さくら漁業協同組合及び漁業者 ・はこだて未来大学
• 東急不動産株式会社（連携企業） ・水産加工事業者 ・道の駅北前船松前 ・町内飲食店
• 旅館事業者 ・町内外異業種事業者

〇目指す将来の姿に向けて実施が必要なこと
• 関係者による勉強会の開催（ターゲット、継続的なチャレンジに向けた人材育成・獲得）
• 大学等と連携した既存事業のスマート化及び資源管理
• 安定的な収入が得られるよう、複業モデルを含む収入モデル（周年）の確立（養殖業、冬の複業等）
• 松前町内でしか味わえない食の観光商品の開発
• 松前町内での松前町産魚の流通経路整備（地域内直売実証）
• 子どもたちへの漁業文化の教育
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項 目 アウトプット 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

関係者による
勉強会開催

• 推進人材の確保、育成
• 継続的なチャレンジ創出

既存事業の
スマート化

• 漁業者のコスト減
• 漁業関係者の労働環境
改善

新規事業創出 • 安定的な収入モデル（複
業モデル）の提示

町内食文化の
形成

• 観光事業者等と戦略の
共有

• 町内産消費率の向上
• 漁業に関心を持つ子ども
たちの増加

21

０２ 稼げる持続可能な未来の漁業創出

安定した
収益確保

収益の
増加

就業者増
新たな仕事創出
（他産業連携含め）

稼げる
持続可能な漁業の確立

持続可能な漁業を
糧にした食文化の確立

関係者研
究会立上

既存人材の育成・強化、事業継承に関する取組展開ターゲット・
戦略の共有

養殖、のり加工事業等へ安定的な漁業（複業）の選択肢を増やす

プロジェクト立上
（松前漬PJ等)

観光向け商品開発

順次試行、定着化

収入モデル（複業モデル）の提示

町内（レストラン、直売、体験、給食）流通の整備（安定供給体
制の構築）

子ども向け教育コンテンツ検討

ソフト事業に関する推進人材獲得

地元産の魚の地域内直販実証

想定するアクション
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０３ 持続可能で、稼げる畜産の構築
〇松前町の特性（資本）及び地域課題
・2019年に建設された松前町肉牛改良センターは、繁殖牛を100頭飼育することができ、産子は畜産農家へ販売

・2021年度に賃貸型牛舎を3棟建設し、新規就農者へ賃貸、新規就農から3年間は乾牧草の代金及び町営牧場放牧料の
免除等、着実に取り組みを展開

・松前産の素牛（子牛）は、市場出荷後に販売先で肥育され一部はブランド牛になっている。

・肉牛改良センターで試験的に肥育に取り組んだ結果、肉質は高評価を得ている。

・一方、高齢化に伴う離農、畜産の就労環境が厳しいこと等により、経営体の減少、飼養頭数の減少が進んでおり、
省力化（スマート化）並びに担い手確保による畜産業の維持・活性化が求められる。

・さらに、肥育に取り組むには、若手の参画が必要であり、新規就農者の拡大が求められる。

・また、素牛（子牛）の流通経路（最終的なブランド牛としての銘柄）、松前牛の食味や栄養素の特徴、土壌等のブ
ランド化の前提となる機能的価値やストーリーの明確化が必要

〇本プロジェクトが目指す将来の姿
・畜産の労働環境改善・所得向上による雇用の拡大

・畜産による収益拡大（繁殖から繁殖+肥育へ、加工・観光・物販等の他産業との連携）

〇実施体制
・松前町 ・畜産農家 ・松前町肉牛改良センター ・渡島農業改良普及センター

・北海道農業公社 ・学識経験者 ・松前畜産改良組合 ・松前農協

〇目指す将来の姿に向けて実施が必要なこと
・畜産業として安定した経営環境を整えるための新規就農者拡大に向けた取組

（研修・牛舎貸付・子牛提供・肥育牛舎整備・事業継承に向けた交流会開催）
・労働環境改善に向けた松前畜産改良組合を中心とした勉強会の立ち上げ、スマート化等新規プロジェクト組成

・肥育牛の生産開始に向けた体制構築
（生産環境体制、担い手支援、ブランドコンセプト・価値の明確化、マーケティング戦略）

・肥育牛を地域の稼ぎとしていくための流通販路構築（松前牛のと畜・流通経路確保、地域他産業との連携体制構築）
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０３ 持続可能で、稼げる畜産の構築
畜産農家数増

16戸へ

松前牛の
ブランド構築

安定的な雇用創出
につながる稼ぎ

項 目 アウトプット 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

新規農業者を増やす
（既存）

• １０戸→１６戸

労働環境改善・所得向
上に向けた推進体制構
築

• 勉強会立上
（畜産改良組合）

• 有識者等との連携

松前における肥育体制
の確立

• 松前牛肥育体制
• 品質確保
• 認知度向上
• 流通・販路構築

流通・販路構築 • と畜、流通経路確保
• 町内での松前牛流
通

畜産の労働
環境改善

畜産による収益拡大（加工・観
光・物販等の他産業との連携）

研修・貸付・子牛提供

次世代畜産
に向けた勉
強会立上

マーケティ
ング戦略・
事業計画 R９頃 肥育施設の整備

他産業との連携

R９頃 供給体
制安定化に向
けた取組着手

R１１頃
肥育牛
出荷

肉用牛に係わる研修

と畜、流通経路確保

スマート化・DX化試行

ブランドコンセプト・価値の明確化

新規就農者拡大・定住環境支援

想定するアクション
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０４ 地域にお金・人が巡る住み続けたいまち

〇松前町の特性（資本）及び地域課題
• 地域外への経済流出が大きく、地域収支はマイナス174億円となっており、地域経済循環の仕組みづくりが喫緊の
課題である。

• 一方、町内の実績として、LINEのアプリを使った電子ギフト券の取り組みや「とくとくシール」が存在（100円で
シール１枚、350枚集めれば500円の商品券又は現金に交換）している。

• キャッシュレス化が望まれるが、手数料の負担が足かせとなり普及していない。
• また、空家の解体は、町が空家等除却支援事業を行い、毎年20戸程度の解体を支援してきているが、空家の戸数は
減る傾向にはない。一方で、この空家の中には、利活用可能な空家もあるが、その利活用の促進を図る方策が確立
していない。また、特定空家相当の老朽危険空家は増加傾向にあるため、これらの対策等が課題となっている。

• さらに、不動産情報等を一元的に扱うサービスがなく、空家等に関する相談体制が構築されていない。
• 暮らし続けるという観点からは、高齢化・介護社会においても、これまでどおり終身自宅居住希望者も多く、地域
内で健康で暮らせる取り組みも必要である。

〇本プロジェクトが目指す将来の姿
• 社会も経済も循環する地域内循環型経済の構築（松前マネープロジェクト（仮））
• Uターン者、移住者、起業家等の受け入れによる買い物環境の拡充
• 事業継承
• 住み続けることができる環境づくり

〇実施体制
• 松前町 ・松前商工会 ・商工事業者 ・松前シール会 ・ICT企業
• 東急不動産株式会社（連携企業）

〇目指す将来の姿に向けて実施が必要なこと
• 松前マネープロジェクト協議会立ち上げ、国等予算獲得、仕組み構築
• 地域のニーズ・住民ニーズの吸い上げ、地域コミュニティ活動促進に関する必要な人材、機能の洗い出し
• 事業継承支援、Uターン者、移住者、起業家等募集・受け入れ
• 松前らしい、持続可能な住宅整備に向けた官民連携体制立ち上げ（若者から高齢者まで全世代が暮らし続けられ
る環境づくり）



松前町スマート・シュリンクSXビジョン

項 目 アウトプット 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

松前マネー
プロジェクト
（地域内循環型
経済の仕組み構
築）

• 循環型システムの構築
• 全町民を対象にICカードを無料
配布（6,300枚）

• 観光客を対象にプレミアム付IC
カード販売（1,000枚）

• 町民の利便性、満足度向上（普及
率70％）

買い物環境等
の拡充

• 事業継承
• 新規事業立ち上げ

地域支えあい
活動の仕組み
構築

• 支えあい活動への住民参加

住環境の整備
（若者から高齢
者まで）

• 新築住宅・空き家改修住宅増加
• 松前コンパクトシティモデルの構
築

０４ 地域にお金・人が巡る住み続けたいまち

地域経済循環流入

Uターン者・移住者・
起業家の誘致

安定的な雇用創出
につながる稼ぎ

高齢者の
健康増進

松前町で住み続ける人増加

事業
継承

地域コミュニティ
活動増

協議会立上、
先進地視察

予算獲得 システム構築 本格導入

事務局体制構築 データ分析、各施策展開

必要な人材・
業種洗い出し 公募・採用

事業者への派遣含め拡大

地域のニーズ、住民
スキル等洗い出し

松前マネーへの合流

官民連携体制立上
松前らしい住宅の検討

住環境供給
計画の検討

順次整備

住民への普及啓発イベント等実施住民説明会

事業継承相談会開催

事業者説明会

新庁舎整備とあわせた住環境整備

25

想定するアクション
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０５ RE100松前 再エネ地発地消転換
〇松前町の特性（資本）及び地域課題

• 現在、エネルギーコストとして約15億円（GRPの約10％）が町外に流出。
• 町内で稼働する大型風力発電事業では、定格出力40.8MW（3,400kW×12基）、年間発電量約106,000MWh（稼働率約
30％相当／一般家庭約30,000世帯分）を産み出しているが現状はFIT制度で町外へ流出。

• 第２期事業では、定格する出力50MW、更には洋上風力発電では準備区域として促進区域を目指し、最低でも年間
発電量700,000MWh以上となる。

• 現在の松前町世帯数は約3,700世帯で、稼働風力発電量で既に余剰電力が発生している。
• 今後の予定される風力発電（洋上含む）量は、全て余剰電力となり、FIT等で町外への流出が高い。

〇本プロジェクトが目指す将来の姿
• 町民へ安価の電力販売と流出コストの減少（RE100松前）
• 新たな雇用創出
• 職種の拡大による地元に残る若者増加
• 交流人口の増加、地域の誇り創出

〇実施体制
• 松前町 ・再エネ発電企業 ・松前商工会 ・東急不動産株式会社（連携企業）

• 金融機関 ・松前さくら漁業協同組合 ・町民及び町内事業者

〇目指す将来の姿に向けて実施が必要なこと
• 環境省の脱炭素先行地域の選定を受ける（松前町脱炭素ロードマップの推進）
• 公共施設の脱炭素化、公用車のEV化、充電インフラ等の着実な整備
• 洋上風力発電の促進
• 地域エネルギー会社等（再エネ電力だけでなく、公的サービス提供等も展開）の立ち上げ、コンパクトシティを
実現する新庁舎の計画

• RE100企業誘致、再エネ関連事業の立ち上げ、人材育成、Uターン促進
• 町民と一緒にできる再エネ・脱炭素化推進活動の展開
• リスキリング教育による複業、新規事業等支援
• 町民が稼げる仕組みの検討（再エネ供給・維持管理拠点づくりなど） など
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項 目 アウトプット 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

RE100に向
けた整備

• 公共施設、民間施設の
RE100化

洋上風力発電
等の促進

• 洋上風力発電整備開始

地域エネル
ギー会社等の
立ち上げ

• 地域エネルギー会社等に
よる雇用確保

脱炭素を強み
とする産業の
育成

• RE100関連イニシアティ
ブへの参画

• 企業誘致

町民が稼げる
仕組みの検討
（再エネ供給・維持管
理拠点づくりなど）

• 維持管理人材の育成と町
内在住者の雇用創出

• 町民の複収入につながる
メニューの創設

０５ RE100松前 再エネ地発地消転換

27

町民へ安価の電力販売と流出コストの減少 新たな雇用が生まれ、職種の拡大

地元に残る若者増加交流人口の増加 地域の誇り

脱炭素先行
エリア選定

公用車EV化・公共施設LED化

町内充電インフラ整備

再エネスマート新庁舎(複合施設）計画～設
計～施工

FS調査 調整

立ち上げ・順次事業拡大

洋上風力発電の促進区域要望活動 第２期大型陸上風力発電施設整備

企業誘致RE100関連イニシアティブ等との連携

再エネツアー造成

洋上風力発電促進区域選定

金融機関連携メニュー検討 メニュー組成・拡大

再エネ電力供給開始

よろず再エネ相談所開設／リスキリング展開

事業計画作成

想定するアクション
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０６ Uターン・Iターン戦略による次代担い手確保
〇松前町の特性（資本）及び地域課題

• 自然環境、地域環境等について、誇りに思う若手住民も多く、仕事（稼ぎ）が確保できれば、人口減少を食い
止める可能性がある。

• 一度、町を出ても戻って来れるよう、町内出身の子どもたちの関係を継続していく仕掛けが求められる。また、
急激な時代変化や先取りに対応をしていくための知恵や様々なジャンルとのつながりも必要である。

• 再エネポテンシャルが高いなど、地域外の若者に訴求するポテンシャルや、DXの推進等により、どこに住んで
もよい企業等が増えつつある（ネット環境の整備が必要）など、環境を整備することで、人材を確保できる可
能性がある。

• 移住・定住者が増えた場合、住環境の確保は課題となる可能性がある。
• 一方、人材の獲得、定着に向けては、一定期間地域に馴染んでもらうための受け入れ体制も重要である。

〇本プロジェクトが目指す将来の姿
• 生き抜く次代の担い手確保（専門人材の育成、仕事（推進プロジェクト）とセットによる戦略的な移住者の増
大、探求力・生き抜く力を育む）

• 人を増やす（Uターン者の増大、子育て負担ゼロ）
• 地域の職の選択肢を広げる。

〇実施体制
• 松前町 ・東急不動産株式会社（連携企業） ・地域の次世代経営者

• 松前高等学校 ・松前中学校 ・各小学校
• 各種専門人材学校（保健師、保育士、観光産業、主要産業 等）

〇目指す将来の姿に向けて実施が必要なこと
• 子ども向けのITスキル、地域資本で稼ぐを学ぶプログラムの創設
• 地域人材のリスキリング支援
• 戦略的な官民連携による移住者募集、育成支援（仕事と住まいのセットプロジェクト）
• 専門人材の確保に向けた技術、資格取得支援、町の担い手教育
• 子育て環境支援策のPR、支援策の拡充
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項 目 アウトプット 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

小中高生向け
プロジェクト

• 各プロジェクトと連動した小中高
生向けプロジェクト創出

• 子どもたちの選択肢が増える

地域人材の育成 • 地域事業者等による起業３件

移住・定住増大 • 移住者増
• 民間事業者の人材募集支援の仕
組み構築

専門人材確保 • 地域における専門職の多様性確
保（保健福祉職～リモートワー
カー（IT系）など）

子育て支援の
充実

• 町民の子育て負担縮小(ゼロ)
• 選択できる子育て環境の整備
• リモートワーカーの住環境拡充

０６ Uターン・Iターン戦略による次代担い手確保

仕事（推進プロジェクト）と
セットによる移住者の増大

生き抜く次代の担い手確保

中高生の探求力・
生き抜く力を育む

既存事業等への専門人材
確保・リスキリング支援

人を増やす

Uターン者
の増大

子育て負担縮小・魅力的
な子育て環境整備

町内資本で稼ぐを学ぶプログラム ＊他プロジェクトと連動

必要な人材・業種洗い出し／故郷へ戻ってきやすい仕組みづくり

順次、公募・採用

中学生向けIT人材プログラム（R５，６試行、R7推進人材確保、展開）

外部人材との交流機会創出 地域人材による創業、新規事業立ち上げ

確保する専門
人材洗い出し

資格、技術習得支援

就職支援

既存施策PR

支援策拡充

官民PJ
チーム立
ち上げ

職の選択
肢増大

住まいと仕事をマッチングする官民PJチーム立ち上げ

想定するアクション

29
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共通する取組 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

官民連携体制を整える

地域資本で、
安定的に稼ぎ、地域経済循環
する基盤をつくる

地域人材を育成する

移住者（Uターン、Iターン）等を
募集する

子どもたちを含む
次世代を育む

未来の松前町形成に向けたロードマップ(全体通じて）

着手

官民連携でプロジェクトを立ち上げながら
試行、展開を行う

プロジェクトを通じて、
外部人材とも交流しながら育成

徐々に拡大

継続的に取り組む

• 各プロジェクトに共通するロードマップを以下にまとめる。
• 前半は、官民連携体制を整え、地域の人材を育成しながら、外部人材との交流も図り、プロジェクトの立ち上げを行う。
• 地域の受け入れ態勢ができた段階で、移住者等を募集、拡大を行う。
• 子どもたちを含む育成は、長期的・継続的な取り組みが必要であることから、早期に着手し、継続的に取り組む。

30
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5．推進体制 庁内体制・官民共創体制

• 本プロジェクトの進捗を確認し、適宜アップデートする松前スマート庁内会議及び本プロジェクトを官民共創
により実装化するためのプラットホーム（松前SX推進共創会議）を立ち上げ、本ビジョンを推進する。

ワーキング
グループ

ワーキング
グループ

・・・・・

実
装

実
装

実
装

実
装

連携

松前SX推進共創会議

＜構成メンバー＞
• 松前町各課
• 商工会等関連団体
• 民間事業者（地域内外）等で構成

＜取り組み＞
〇各プロジェクト推進に向けたワーキンググループ立ち上げ
〇プロジェクトの実装
〇人材育成
〇住民等への普及啓発

松前スマート庁内会議

＜概要＞
• 2回/年
• 今年度のスケジュール、進捗
• 次年度以降のロードマップ見直し
• 各課長職で構成
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資料：用語集

用語 解説 頁

■アルファベット

DX
Digital Transformationの略称 Transの部分は「交差する」という意味があるため、略とし
て「X」が用いられ、「DX」と表記される。ITの浸透により、人々の生活をあらゆる面で良い方向
に変化させること。

1,4,19,23,28

FIT制度
Feed-in Tariffの略称 再生可能エネルギーで発電した電気を、国が定めた価格で、電力会社
が一定期間買い取ることを義務付けた制度

26

FS調査
FSはFeasibility Studyの略称。新規事業などのプロジェクトの、事業化の可能性を調査する
こと。

27

ICカード
集積回路が内蔵されたカード。キャッシュカードやクレジットカード、プリペイドカードなどに利用
される。

25

ICT
Information and Communication Technologyの略称 情報や通信に関する技術の総
称で、情報処理だけではなく、インターネットのような通信技術を利用したサービス等のこと。

20,24

OTA Online Travel Agentの頭文字の略称 インターネット上だけで取引を行う旅行会社のこと。 19

RE100
Renewable Energy（再生可能エネルギー）100％の頭文字から名付けられた国際的イニシ
アチブ。事業運営を100％再生可能エネルギーで賄うことを目標としている世界の企業の連合

2,17,26,27

SDGs
Sustinable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称 2015年9月の国連サ
ミットで採択されたもので、国連に加盟する193か国が2016年から2030年の15年間で達成
するために掲げた目標のこと。

3,4,20

SX
サステナビリティ・トランスフォーメーションの略語 稼ぐ力、環境、社会、ガバナンス（統治・管
理）など、全てのバランスを意識して、長期的に持続可能なまちづくりへ変えていこうという意
味

表紙
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資料：用語集

用語 解説 頁

■ア行

アウトカム
結果、成果、結論を意味し、主体的な活動によって生み出されたものというニュアンス

を持つ。
16

アップデート
「更新」という意味、最新の状態にすること。主に不具合の改善や、新しい機能の追加

や向上を目的として、追加したり修正したりすること。
31

域内調達率
観光客が地域の中で消費した金額のうち、地元の素材、地元の労働者など、「地元に

還元される部分」の購入によって消費された額の割合
18,19

イニシアティブ
主導すること・主導権・率先して物事をある方向へと導く力・自ら提唱した方針や戦略

などを意味する。
27

インバウンド 外国人が訪れてくる旅行のこと。 18

エネルギー生産性
事業のエネルギー消費のうちの経済生産高の割合で、今利用しているエネルギーをど

れだけ効率よく利用できるかということを指標化したもの。
6

■カ行

気候変動への適応
気候変化に対して自然生態系や社会・経済システムを調整することにより気候変動の

悪影響を軽減する、または気候変動の好影響を増長させること。
15

キャッシュレス化
お札や小銭などの現金を使用せずに支払いを行うこと。クレジットカードやデビット

カード、電子マネー、スマートフォン決済など、様々な手段がある。
24
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資料：用語集

用語 解説 頁

合計特殊出生率
15～49歳までの女子の年齢別出生率を合計したもので、1人の女子が仮にその年次の
年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子どもの数に相当する。 10

コンパクトシティ
市街地の無秩序な拡大を抑制し、公共交通にアクセスしやすい場所に、居住機能、医療・
福祉等の生活サービ ス機能等を集積させる都市施策のこと。 25,26

■サ行

財政移転
国税として徴収した税金の一部が、地方交付税、補助金等として財政状況の厳しい自治体

に対して再配分すること。
6,7,12

再生可能エネルギー

ポテンシャル

現在の技術水準では利用困難なものや法令・土地用途などによる制約があるものを除き、

賦存量の中で利用可能とみなせる再生可能エネルギーの潜在的な量。
12

産業別純移輸出額

地域間交易における黒字、赤字を産業別に示したもので、国間の貿易でいう貿易黒字、貿

易赤字と同じ考え方 純移輸出額がプラス（黒字）の場合には、地域外からお金を獲得し

ている産業で、逆にマイナス（赤字）の場合には、地域外にお金を支払っており、所得が流

出している産業である。

8

産子 生まれた子 22

スマート・シュリンク

賢く凝集（縮む）という訳になり、人口減少下においても、生活の質を維持、向上させるた

め、身の丈に合った最適な機能の集中や縮小を図るという意味で、縮むことで力を

溜める（蓄える）という意味合いも持つ。

表紙

生産誘発額

消費や投資が増加した場合、これらの消費や投資の増加分を賄うために、地域内で増加

する生産額を指す。これにより、施策の実施などで消費や投資が増加した場合の地域経

済への波及効果を把握する。

9
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資料：用語集

用語 解説 頁

■タ行

脱炭素
CO2などの温室効果ガスの排出を抑えたり、排出した温室効果ガスを回収し、温室効果
ガスを実質ゼロ（差し引きゼロ）にするカーボンニュートラルという考え方や取組

1,15,20,26，

27

地域内総生産（GRP)
Gross Regional Productの略称。ある地域における一定期間に 地域内で生産され
た財貨・サービスの付加価値の総額 6

と畜 獣畜、特に牛・羊・豚・馬を食肉用に解体すること。 22,23

■ハ行

ハブ機能 ビジネスの領域においては何かの活動の中心もしくは主要な部分のこと。 18

肥育 食肉を生産することを目的として家畜を太らせること。 22,23

複業
本業が複数あることを指す。 メインの仕事・サブの仕事といった優先順序を付けず、複数
の仕事を同時に本業として取り組む働き方 20,21,26

プラットホーム

物事を動かすための共通の土台（基盤）となる環境 ここでは、地域協働の場で、行政の
みならず、町民、企業などの多様な主体が地域の諸課題を共有し、まちづくりを推進して
いく土台となる環境のこと。

31

■マ行

素牛 肥育牛や繁殖牛として飼養される前の子牛 22

■ヤ行

洋上風力発電 海洋上における風力電力のこと。 洋上では陸上に比べてより大きな風力が得られる。 20,26,27
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資料：用語集

用語 解説 頁

■ラ行

ランディングページ

検索結果や広告などを経由して訪問者が最初にアクセスするページのこと。なお、ホーム

ページは自社情報を提供することが目的であり、一方でランディングページは潜在顧客か

ら見込み顧客への転換を起こさせるのが目的である。

19

リスキリング
デジタル化の発展や働き方の多様化によって新しく生まれた仕事や業務に対応するため、

職業能力の再開発や再教育を行うこと。

26,27,28,

29

リモートワーカー ICT（情報通信技術）を活用して職場とは離れたところで仕事をする人のこと。 29

労働生産性

従業員1人当たりがどれだけの価値を生み出したかを指標化したもの。 企業が生産に

よって生み出した付加価値を従業員数で割って求めるもので、労働の効率性を測る尺度

になる。

6
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策定経過、策定メンバー

策定経過

策定メンバー

年月日 経過

令和４年6月17日（金） 第１回検討会議

7月15日（金） 第２回検討会議

9月16日(金） 第３回検討会議

10月7日（金） 第4回検討会議

11月25日（金） 第5回検討会議

令和5年1月13日(金) 評価委員会での評価

令和４年12月26日～令和５年1月25日 パブリックコメントの実施

令和５年2月12日（日） 持続可能な松前に向けたキックオフミーティング

•基調講演（持続可能な未来に向けて 澁澤寿一氏）
•持続可能な松前に向けたこれからの取組

令和５年３月１日（水） 策定委員会で承認

• 松前町各課課長職
＜企業連携まちづくり計画等作成事務局＞
松前町政策財政課 東急不動産株式会社 株式会社地域計画建築研究所（アルパック）
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